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化石燃料が海の生き物に及ぼす影響 
－石油を燃やすと生まれる化学物質－ 

 

隠塚 俊満（化学環境部 生物影響研究室 研究員） 

 

【背景】 

日本で消費されるエネルギーの 8 割以

上は石油などの化石燃料由来ですが、日

本における海の汚染の７割以上が石油類

によるものと報告されています。また、

今年の４月には、メキシコ湾海底油田か

ら大量の原油が流出し、海の環境に及ぼ

す影響が懸念されています。  

 化石燃料は環境に直接影響するだけで

なく、燃やすと発生する副産物も環境に

影響を及ぼしています。例えば化石燃料

を燃やすと発生する窒素酸化物や硫黄酸

化物は酸性雨の、二酸化炭素は地球温暖

化の原因の一つと考えられています。  

 ここで取り上げるニトロアレーン（図

１）も化石燃料を燃やした時に発生し、

自動車の排ガス等に多く含まれていま

す。ニトロアレーンが生物の体内に入る

と遺伝子を傷つけ、がん化を誘導する場

合があります。これらの物質は雨水とと

もに、空気中から地表に達し、河川など

を通じて海に流れ込むため、海の生物に

及ぼす影響が心配されています。  

 そこで、ニトロアレーンが海の生物に影

響を及ぼす濃度を実験室内で明らかにする

とともに、実際の海洋環境中の濃度を明ら

かにし、海洋環境中の生物に及ぼす影響の

検討から、将来にわたる安全な漁場の確保

に役立てる事を目的としました。  

 

【研究成果の内容】 

海の生物の中で代表を選び、ニトロア

レーンが海の生物に影響を及ぼす濃度を

調べました。光合成により日光のエネル

ギーを利用して自らの体を作り出す植物

プランクトン（生産者）、それらを食べる

動物プランクトン（一次消費者）、さらに

それらを食べる魚（二次消費者）の代表

として、それぞれスケレトネマ（植物プ

ランクトン、図２a）、シオダマリミジン

コ（動物プランクトン、図２b）及びマミ

チョグ（魚、図２c）を選びました。 

 ニトロアレーンをさまざまな濃度で溶

かした海水でこれらの生物を 24 時間か

ら 96 時間飼育し、スケレトネマの生長速

度を半減させる濃度、半数のシオダマリ

ミジンコの遊泳を阻害する濃度、及びマ

ミチョグの半数を死に至らしめる濃度を

急性毒性値として計算しました。その結

果、今回検討した 10 種類のニトロアレー

ンのうち、1-ニトロピレンはスケレトネ

マに対して、1,8-ジニトロピレンはシオ

図１．ニトロアレーンの構造式の一例 

ニトロ基（NO2）と芳香環（  ）

の組み合わせにより多くの種類が存

在します。 
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ダマリミジンコに対して、6-ニトロクリ

センはマミチョグに対して、最も低い濃

度で影響を及ぼすことがわかりました

（表１）。 

 1-ニトロピレン、1,8-ジニトロピレン及

び 6-ニトロクリセンの最小の急性毒性値

と、私たちが大阪湾で測定した海水中濃

度を比較すると、海水中濃度は最小急性

毒性値の 10 万分の１未満と極めて低い

値でした（表１）。また、今回検討した残

り７種類のニトロアレーンも同様に、海

水中濃度は最小急性毒性値の 10 万分の

１未満と極めて低い値でした。これらの

ことから、現時点ではニトロアレーンが

海の生物に急性的な影響を及ぼす可能性

はほとんどないと考えられました。 

 

【今後の課題・展望】 

今回は海の生物に対する短期間の影響

をもとに、ニトロアレーンが海の生物に

影響を及ぼしているかどうかを調べまし

た。今後は海の生物に対する長期的な影

響を調べ、それをもとにニトロアレーン

が海の生物に慢性的な影響を及ぼしてい

るかどうか確かめる必要があります。  

また、今のところ数種類の生物につい

てニトロアレーンの影響が調べられてい

ますが、その他の生物に及ぼす影響につ

いては分かっていません。そのため、今

後さらに幅広い種類の生物に及ぼす影響

を調べる必要があります。  

私たちは毎年大量の化石燃料を使用し

ていますので、今後ニトロアレーンの海

水中濃度が高くなる可能性もあります。

定期的にニトロアレーンの海水中濃度を

調べ、海の生物に影響を及ぼす濃度に達

しそうな時は警告を発することが必要で

しょう。 

図２．試験に用いた生物 

a．スケレトネマ b．シオダマリミジンコ（試験にはノープリウス期幼生［右側］を

用いました） c．マミチョグ（試験にはふ化仔魚［右側］を用いました） 

a b c 

表１．ニトロアレーンの海の生物に対する急性毒性値と海水中濃度 

 スケレトネマ シオダマリミジンコ マミチョグ 海水中濃度 

 (µg/L) (µg/L) (µg/L) (pg/L) 

1-ニトロピレン     0.69      1,000 300  0.69 –5.4 

1,8-ジニトロピレン    >0.44          3.2   >7.1 <21 

6-ニトロクリセン    >2.9       >4.8    14  2.1 – 9.4 

1 µg/L：水 1 リットル当たり百万分の 1 グラム、1 pg/L：水 1 リットル当たり１兆分の 1

グラム。すなわち 1 pg/L は 1 µg/L の百万分の 1 の濃度です。 


